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1 地域の概要

1.1 対象地域の範囲

本緒想の幻象地域の箱1州キエ 北海道鶴屑利と可‐る。
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図 本村の位置図

1.2 作成主体

本構想の行政土体積、北海道鶴居村とする、
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写真 {左)本村のカントリーサイン、(右) タンチョウの二大給餌場の一つとして知られる鞍見合



1.3 社会的特色

1.3.1 歴史 ・沿革

鶴居村杓:古くよりアイヌ民族が散在して暮らしてし、

)を地域 -ぐあった‐o lsRS(明治 18)年、釧路市茂流失から移

住しき 27 戸が下雪裡‐で農業を始めたことが水村の創始

である その後も小州各方直iかう終生が相次ぎ、1937(昭

和 12)年に雪、科す(現住の釧路市阿寒町)より分村、銭唇

村として z綴田」村制を施名、大然記念物タンチョウの竺

息、繁殖荊帯であることから、奉i名を r鶴居村」と』未する。 写真 村の鳥 タンチョウ

農業は畑作中心の開拓が進められて′、とものの、昭和初期の玲.±彼等により人打撃を受

けたことから、乳牛を中心とした酪農業への転換、することどなった ↓939(昭和 14)‘1.}こん【

村内の中雪禅、[.幌呂に酪農中間工場を設置し、経営の安定化を図り、戦後も離農経営の

近代化や 1‐地域僻整備を進め、良質な生乳・乳製品の生産地として知られるようになった,

本村の‐部と俗成す‐る釧路湿原国立公園を中心に、埼別天然計念物のタンチョウが生,息

している‘冬季に},云 給劇場で採朝する姿が観察され、多くの観察家や写真家が村を訪れ

る観光名所となt)ている 釧路湿原は、1第0(昭和 S5)年ラムサール条約の登録湿州となり、

その価値が広く認められ、1987曙孫ロ62)年、1当"公園に養定された 本村にもビンタ・‐セ

ンター・や済歩道が設置され 湿原に耕し礎人々の姿が兄らオLるようになり、本村が誇る腕

力の つとなっ‐ている。

本村は、2「)OR(平成 20)年に肌)0法人 1L]小で最も美しい村」連合に加盟し、小村の多様

な美 Lさ、地域資源を生かした村づくりへの取組みを進第、ている

特別天然記念物であるタンチ「ゥの&,息荊の保護や、河川やド流の海一戦の水質汚染防11◆

を進ザ)な“ればならない。基幹産業である酪農業から発生するん、ん尿を適切に処鈍し、次

世代のー小で最ヰ)美 -い+」の実現につなげる‐
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写真 (左) 日本で最も美しい村連合のロゴマーク‐(右)タンチョウのねぐら (雪裡一=)

1,3.2 人 口

木材の絶人 qは 1955(Rf{和 30)年の 182ィ人姿ピーク:二減少に転じ、平成 2 斗には

人口 2,536人、世帯数は↓,035 戸まで減少 し、1世帯当りの人口f12.偏 人となっている

近年は積極的な村づくり‐ゃ移住促進施策を裳施する中で、専用住宅を平成 26年度に新た

に2棟新築するなド柊捺体験 (ちょっと暮らし) を進めている‘

世帯数は2010(平成 22)年以降から増加傾向に兼移Lているものの、世帯あたり人数が

u召和 船年の 5.74人から平成 26暇こは 2.;犯人まで減少してあり、世帯規模の縮小に」;

る核家族ィ幼 ;進行 Lている,

2(jls(平成 27)年鶴居村人口ビジコンでは、2060年 irえ000人以上の人--確保をk期日

標に掲げ、の姿宣した雇圧の創出、②鶴居・村への移住・定住徒進、②絹靖・出産・子育

てへの支援誠化、④安心して暮らせる村づくりを基本方針として、人 -1問題に取り組ん
-ぐい る .

ふん尿 -の悪臭問題 ;,ま移住希望者に対 Lてマイ・ナスイメージとなる。家畜ふん尿の臭気

を狐滅し、クリーンなエネルギ‐‐により、移件定住の促進、さらには雇用の創出を続か

り人 --増を戸措-r

3



表 本村における人口・世帯数の推移

人□{人)

,世帯数 (戸、ノ

1985

昭和6〇

28騎

865

1990

平成2

2.829 2,759

2ooo T2005 2010

12 17 22

2 28 2672 2,627

915 921979 979 1.035

2015

7

人
ー一人□ 1ト世帯数

12
年度

S60 撒

図 本村における人口・世帯数の推移

世帯数

出典 :×蕊調査 (昭和 50~平成 27午;

27



1.4 地理的特色

1.4.1 位置

鶴居村は」海道の東部、釧路総合振興局管内のほぼ中央、北緯億度 13分 69砂、東経 1碁

度 19分 :6 秒に薄置し、束誼係褒鵬」、化前鞄.阿寒町・弟‐r・扇町、南は釧路湿原 1]立を対を

狭 A/ぐ釧路市や釧路町に隣接 L、ている。

釧路市から村の中心」也「鶴居中萄- までイ.で 50分、舗1酪空港からに約 40分のところに

あり、面積は 571.80ぱで力)る。釧路総合振興局管- の 8市町村の内、6寄 Eひ)大きさで寄,

Qo

隣毒する釧路市、標茶町、別海町もバイオマス産業都市の認定をうり、小村もバイオ‐マ

ス産業を推進し、家畜ふん尿への取り組みを進め、広域的なバイオマス地域づくりを日輪

す。

●位置
役場 :北海道阿寒郡鶴居村鶴居西 1‐1
東経 1440 1げ 35"

北緯 430 13′ 59"

・面積 571.80k雨 弄ず 「

●鶴居村ネ会場へのアクセス

自動車/JR 釧路駅から所通 5:{琴線経由により

飛行機/ 釧路空港か‘)バス 例i略駅ロワ面経 th、途中泉り換え〕で約 60分、

図 本村の位置、面積‐アクセスについて



1.4.2 地 形

釧路湿原の上流に位置し、阿寒カルデラ外輪-11を貫流-rる-サ裡 (せつり)HL .1!忌呂 (ぼ

ろろ)j11、久著邑 {くちょろ)自助流れ、その両岸に沿って雪狸、幌呂、久箸呂の 3原

野で構成され/(いる。

河川が形成した原野は、酪農として利局されており、原野間〕′」の傾斜劉は、林業池、

放牧肋として利用さあ/ている‘

河川の両岸に沿って酪農地帯が構成されているため、家畜ふん尿が適切に処鐘されず、

河川にき蔵1て Lまえば、下流に位置する釧路湿原や漁場に多大′セミ被害を与える可能IE種

ある

　
　 　 　　　

　　
　　

.・ 111　　　　　　
　　　　
　　　　　　　　　

図 本村の航空写真 (出典 ;Google 順良-

1.4.3 交通体系

釧路湿原、阿寒湖の観光地域とし‐て、営 んち [う釧路空港 i から 32km、 !ー・-ぐ40 分と

羊i江津靴にある“小村o)中央部!こ、国道 271号線が東鑑に通り、西は観光一色 1阿寒湖-、

東は 1標茶町」につながっても、る。北は国道 274号線を経由して「屈斜路湖」弟子国方

面、-行きi 1"11路湿原- を謎山し釧路市に′)ながる道東観光の中心的」也域である,.

村 -細 1、雪禅;110)支流である凌雪浬川沿いに道道 1093号線、幌′′~川沿いに道道綴9 B‐

線、南部を道道 蝿:~号線が整備されているが、前述の河川沿いに道路が走っているため



流域ごとの父通網が充実 Lている“

観光道路として機能する幹線道路沿いに酪農家が分布していることから、家畜ふん尿

を散布〕する時期に、未熟堆肥を土壌違ホ Lている酋地周辺を走行すると街悪臭が漂い、

観光ヒキ)マイづ‐スな影響を与えていろ バイオガスプラン′トによる臭気政鋒が快適な交

通環境の整備となる

1 「

摩周湖
届斜総

回森荊 た
ミ、
.-

- .」-′
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　 　.
「 、ご

E-薩 .i,憲二　 　　　　 　 　
　 　{き叢書＼

.
議
::
‐M.

oキラコタン岬

＼＼ .・′

北斗波整合 、

,]」↓巳"al 瀞市湿原履竺舎.

J -・「′- -} ▲ ‘」' ' '

一一歩 -1;j 醇ぎ 喉- -
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図 本村の環境・観光資源と主要交通網 黒線 ;国道、青線 ;道道)
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1.4.4 気候

本村:ネ、北緯達東部地域に位置しており、気候は冷凍である 夏季には吟析釧路沖▼で

発生する海溝(ガス)に覆われることはあるが、内陸型気候により比較的温1殴な日が続く

冬季は雪が少なく、晴天の Rが多くなっ、ている

′年平均気温は 3.8℃、年間平均降水量 },tl,」97m 、年間 L1順時間は 1,719 時間 (いずれ

も過去 30年の平年缶も) である 風向き{,ま季節風の関係-ぐ、夏は南から、冬妹北西からの

風が吹くことが比較的多くなっている, こうした気候を生かし、礼ヤを中心とする酪農

業が広く行われている。

道内には建設中を含めると83基のバイオガスプラントが稼働 1ノている。研究機調やプ

ラントメーカー‐では研究と4支持改良を重ね、寒冷地に対応 Lたプラン 1・が開発されてい

ろ 本構想で導入予定のプラン 1・の稼働実績のあるフランス東部のグルノーブルと比致

し、大村は寒冷であるが、道内で稼働するプラント先進事例の技術を設計並びに運営に

反映して一く‐全国的に家畜バノオガスプラントの先進旅である鹿追町と本村の気候が

非常に似ているr とから、嚢迫町や十勝・相御地域での取り進みを参考とする。

-- 鶴居 ÷々鹿追 --[クルノーフル

5,。 一 -- 野 ′ - ・一一一

0・0 ー - --- → ー

5.0 ‐÷ - ‐ "-

1杵
-

-←←
‐loo ‐

1月 2月 3月 4月 も月 6月 7月 8月 9月 10月 1「月 12月

IC月-14月 12月 全写
居 -了,6‐7,1.‐22 3,8 9C 129 166ミ18,7 153 9,0 2,1 ‐44 55

,.
‐ち~‐‐‐~‐‐ 1 2月 3月 4月 5月 6月 17月 18月」9月 1 1 1 1

- - モ ー 重 ー - - - ± - リ ー
1 鹿追 1 1 1 1 l i l l l l
手
十=
- - - -
‐7 ′ ‐661 ‐2.1 4,8t lc,5 14,3 47,7 195 15‐4 92 25 ‐3,8 6.2

グルノー し 1,7 3,4 7,9 1IC-14.6 179 20,2 19,5 168 r,7 67 25 112

図表 鶴居村と他都市の月別平均気温 (単位 :℃)

出典 :鶴居村、鹿追町 ,気象庁 (アメダス)1981~2010 年の平均、

グルノーブル (フランス):CLIMATE‐DATA,ORG
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1.4.5 面積

本村の由積もt約 571.80kmZで、南北に細」こい地形である。土地利用状況は山林が最も

多 く、科全体の 49.鍋 を占め、続い -く、畑 恥 .」%、原野 9.9% 、牧場 8‐郡 となっている“

本村の上要産業である酪農業は雪利1月1、幌′・~川、ス著R川のそれぞれに沿った平坦勅で

展開されており、これもの河川が流れる原野の多くは婦地帯で、釧路混一原鯛立公園を構

成している。

基幹虚実である酪農業において利用されている畑が 9L 64 kl脅(16‐1%)、牧場が 49.761d

(8,8%)で愚'る。総面積のうち山林が Z83,89k誌′ 49.磯を占める山間地である

本ネ」の総-釦槙の半分は山林であり、豊富な木質バイオ‐マスを有している。現在、間伐

材はほぼ全量を利用しており、今後、林地残・材などの末木ーj用な木質バイオマスは搬出力

猿や利用方法などを検討していく

表 本村における土地利用状況

＼ 而祷 (崎 割合 {約

畑 91.64 16,0%

宅地

鎚泉地

283 ○‐5%

0仰 00%

池沼 Q03 0.0%

ー11林 283‐89 49,6%

8溺。牧篤 49‐75

原野 56.65 9,9 %

雑種1也 6.01 1,1%

その他 8100 14‐2%

総面積 57tao 1000%

鶴居村資料



1.5 経済的特色

1.5.1 産業別人ロ

本村の2015(平成 27)年度におi;も産業別の就業人口チ,覇~1次産業が421人 (;'4‐均参、

第 2次途実は 115人(9.3%)、第 3次産業短 690人 (56,3%)と第 3次産業の割合が最も多

い。策」状産業の内決起農業が 401人 (32‐7%) 、林業が 17人 (1,4%、、漁業が :“＼{{)‐2%)

である。1985(昭和 60)年で:ま6]1ノゞ で全体の 4LI% を占めていた農業の就業人口は減少

傾向に排移 Lてし、る .

基幹産業である農業従事者は、他の地域同様に年々減少し、め・′)高齢化が顕著となっ

ている。バノオガスプラント導入 -ノ‐〔いる先進地域で}な、毎 u排出される家畜ふん尿処

理の労働力軽減やふん尿処窟・散布作業時の悪臭からの解放により、次の世代が酪農経

営を縞 でいる状況も見られる。

一一策1次産業‐にコ第2次産業 -- 第3次産業 -- 総就業者数

千人
10(欝% T1,600

1 「、400

「,200

1,000

800

60%

1幹.3% I87%

40%
L
や肇g一「導浄卿o2e関 9㈱ 9,跳 帥o

　

1‐ 400

200

O

20% 1

S60 日2 7 12 1/22 27
年度

出典 .国勢調査 {-ー27)

図 産業別就業人口の推移
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表 産業別就業人口 (上段は構成比 (%)、下段は人口 (人))

年
1 ,985 T ,99o ,995 2ooo 2oo5 1 2o,o 2o,5

(緩不n60)1 (平成 2. r平成 7) (平成 IZ- r中級 171 {半成 221 (平成 27)

震業
41,1 38.2 33.4 33o1 34,8 35,6 326

611 559 485 448 439 429 4。‐1

1
林莫

3.8 3.1 2,5 1,3 Qr/ 1‐1 1,4

次 57 46 37 18 9 13 17

産
添業

o‐4 1,11 o,8 Q5 0‐6 0.2 02

計
45.4 42.5 36‐7 34・9 36,2 T 36・9 34‐2

674 621 533 473 456 4451421

鎚業
○.6 0‐1 0,3 0,ィ 0.2 0.1 0,1

8 1 5 2 3 1 18 1 5 23 1 1

11‐4 イ0,6 120 86 6・7 5‐6 5 7

169 155 174 ‐117 85 68 70
建設業

製迭業
2,4 30 3.2 2、7 3.2 3.3 3‐5

36 44 46 36 4K)40 44

言十
143 13‐7 15.5 11・4 10.2 9.0 9‐3

213 200 225 155 128 109115

2

次

産

業

-

3 次産業
40.3 438 47,6 53,7 53.6 54.1 56,2

599 640 690 728 676 652690

計
10OP 99.9 99,8 1〔)○0 99‐9 『0OD 99◆7

1,486 1f461 1,448 1,356 1,2601206 1,226
ー

.
--

分類不能
○,01 QI O.2 0D 0,「 00 0.3

0 イ 3 0 ,1 0 4

合きテ
1OQ0 fooD IO0,0 1()○0 1000 100.○ 「00.0

1,486 1、462 1,451 1,356 1,261 T,206 1,230

出切 :国勢調査 {昭和 60年~ 半戒 2メー-; 各年‘0月 -ロ)

1.5.2 事業所数

本村には事業所が 1ィ0軒あり、産業大分煩別従業者数の内訳を.見ると生に関連サービス

業・娯楽業が最も多く 208人 (17,霧も)、次いで医療・漏れトポ 173人 {".:~%) 、農業が 157

人 (13,0%) どなっている。
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産業 :;部門別就業者数で長、第↓次.義美が 176人 (115%)、第 2次.義美が 1;;浅′、(11,5%)、

第 3次産業が船5人 (74,0%)と:なっている(平成 26存経済センサス) 薩業毎のぼ業音数を

見ると、農業従事者ぶとりわじ多く、本村の太幹産業で々 )ることがわかる。

小村が導入を検言"/ て、るバイズ‐ガスプラントは、地域の雇用も創出する。ふん尿の輸

送、消化液の散布、プラン 1・の維持管理、余剰熱を使ったハーフス栽培・1壌上養殖事業など

バイズ‐ガス事業の周りに多くの隆業が生まれ、持続的な雇用の創出と地域内のヒト・モノ .

カネの循環が生まれる

表 業種別事業所数 (平成26年)

事業所数 従業者敷
ヨ r

ー
人 %

農業 21 157 13‐0%

第1次 林業 4 17 14%

産業 漁業 1 2 0,び%

小計 26 「76 14,5%

鉱業, 採石業. 砂不4緑瓢業 2 7 0.0%

男 2次 簿議案 了 85 , 70%

産業 製造業 6 47 3,9%

小計 15 1ミ灼 115%

電気・ガス・熱関給・水道業 1 2 0,2%

情報通信業 - - 0,096

運輸業. 郵便巣 1 4 , 0‐3%

卸売業, 小売業 20 117i 9‐7%
ー ・

金融業、保険業 1 63 5,2%

小勃産業,物品匠蔓某 「 7 0,6%

学術胡列,辱門・技術サービス業 4 28 23%

盾泊業,歌富サービス業 翌 73 6,0%

生活関連サービス業,娯楽業 14 2(お 17.2%

第3次

産業

教舎,学習支援学業 9 9 9 8‐2%

医療,橿祉 10 173 14.3%

複合サービス学業 3 39 3.2%

サービス業{他に分類されなし、ものi 7 11 09%

公務(他に分類されるものを除く1 6 71 5,9〆%

小言1 99 895 74,○%

合琶1 - 140 1,210 1()○%

出典 :平成 2G年‐経済セン・サス
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1.5.3 農業

①酪農業
本利の基幹産業である酪農業は、現在、法人化による人規模経営と畜産環境のクリー

ン化が進められいる。酪農家 ↓戸あたりの規模は、飼養蛸数 :牛乳生産量が共に増加し

て二・る。乳質コンテストでごま幾度と日本一に輝き、良質の牛乳を・生産して ・&

酪農家戸数は減少 1D覗こあるものの、酪農家 1戸当たりの耕地面積、飼養頭数及び生

乳生蓬量は飛躍的に増加 L.ている

大規模経・営が進むことで、法人内で養生するふん尿最も比例して増え、ふん尿処理に

係る労ノバ)増えていく。現在、道内各地で大根像農場が珠修されているき)")の、十舎な

どの施設整備に付随 Lてバイオガスプラン 1・も導入している事柳も多、＼ ふん尿処理旗

バイオガスプラントで行い、本来び)酪農経営である牛体管糊や搾乳f 柴に専念‘ノ、乳質、

乳量の向-Lを図る r と≠←ぐきる“

表 本村の酪農業の状況

年麦 1960 1965 1970 1975 1980 1985

項目 ＼＼ ＼ ‐ 総 5 40 45 馳 55 60

犀享し戸数 (戸) 471 330 - 284 213 198171

鋼義眼敷 て頭} 2,使お 3,211 59を35 8,433 10,421 11,767

生鮎 選 三 娘 4,581 7,786 15,875 2o,485T28,665 33,68,

1 戸当たり嗣蔓頭数 (鎖) 4‐6 9.7 209 396 52.6 6 J8,8

坪麦 . IE鯵○ 性兆ぅ5 20002005 2011 2013

項目 ~、＼ー H2 712 17 23 25

搾乳戸数 {戸)15 4 ,1 I28 1 15 102 88 76

飼養o真数 {顕) 11876 12,393 14991 12,992 12,863 12,222

生乳生産に 燭 38,885 44,了94 51,449 57.382 59,413 59893

1戸当たり飼登須数 (頭} 77.1 96‐8 1304 127,4 146‐2 1608

13



(興 (顕/戸リ
16,OM 一 飼讐頭数

ー
倦 0

14,0〔)○ ,戸当たり飼養頭数
′
性め

/
/

,靴 /
〆

厘-
/ -

ー
-

ー
1

　　　

‐ 120

・『餌

8 0

12,00 〇

lo・000

6,伽
・60

.4 0

20

4,伽

2,伽

0 - 「 . , , , . O

S35 40 45 50 55 60 H2 7 ‐IZ I了 23 ク5

図 本村の酪農業の状況

出典 :鶴居村産業振興課

②家畜の飼養状況
2UI0(平成 22)年‐における家畜飼養酸数は、乳↑ 12,777頭、肉用牛 1,034頭、馬 201頭、

豚も800頭及び薦 4,195羽であり,乳牛が最も多い。

鶴居村酪農・肉用牛生産近代化計画書 (平成漆 年 5.月) で-,t、日標年度の平成 37斗度

に乳十 12,71S-百 (平成 25年比↓04,H%) 、肉用↑ 1,100頭 (平成 25年比 恥 ,潟も) の飼養

頭数を]標としている,,また、搾乳ぃポット等の省力機械や粗飼料収穫年業等に関わる高

性能機械を導人することにより、労働負担の軽減が図E)ね、飼養頭数の増加及び良質組飼

料の確保と牛群管理の徹底が促進されることにより、細産牛 1頭あたりの年間搾乳量を平

成 37乍痩に 3,500kg(平成 25年度比 101."%) になるようー頭当たりの乳量の増加を見飲

み‐設だしている,

1願い1たりの乳量が増加することは、酪農家が処理 -‐なければならないふん尿量も増える

ことを意味する。また、その飼養政教に対L静ずるかる、飼養形態を)フリーストール」に変

わり、水分の高いふん尿を無押しなげればならない。バイオガスプラントは、この水分の

高いふん尿〆)処理に 1常に適して1・る。



表 家畜の飼養状況

単位 :頭・羽

2013 2025

25 37

12,183 12748

1,144 1,100

2006 2007 2008 2009 - 2010

18 ‐f9 一 20 21 上 22

12,695 12426 12,649 「2,693 12,77 ′

ー,267 ー、28ol ー,o矯 1,041 1,03 4

22 , 2o5 1 2o7 二 2o4 2o,

5,74‐2 5.742 5,742 5,742 5,800

2,703 2,715 4,215 4215 4÷195

12,992乳牛 12,901

園田′1 1,337

局 151

豚 5530

143

5,528

鶏 乙715 2,699

出典 :鶴居村産業振興課〔・各々‐Z1i ]H 現在)

◎経営耕地の状況
本村の経営耕地の状況を見てみると、作付面積の大半は牧草専用地または飼料作物の加

地-ごあり、僅かに犬板や馬鈴薯等が普通作物の畑池に作付けさォじている。

バイオガスプラント、で生産される消行く液は硝酸態窒素がアンモニア態窒素に変わるため、

即効納めg期待でき、化学肥料の代替として利用できる、ミEた、話桐殺菌処理しているため、

雑草種子や病原菌が非激し、ており、衛生的な有機肥料といえる。き扇こ、消化液には、滴

植物質も多く′含まれており、 1‐塙.“団粒構造を形成し、排水性の向上にもなる。

表 経営耕地の状況

芸濃作物の餅地 飼料用作物のに引地 新堀峨些 1経営体

煙のある 奮穫 当たりの

経営耕地

面様

経営
画像 面陥
体数

経営

体数

経営

　　
市町村 経営に数 言l

経営体 ha 経営体 1la 経営体 ha 僻営1大 ha

釧路市 19▽ 9,365 39 148 41 963 163 8,幌~5 19 169 4154

釧1踏回 31 724 20 16‘ 1 1 1ク 517 11 43 23‐36

ー夢岸町 ′11 8,万79 1 0 ↑2 2;38 1OB 拝,495 3 46 79(冷

浪中国 216 15,944 11 475 210 15,合‘大; 11 1(耳 73,82

珠系町 332 26,153 イ3 2(お 3T 7‘18 318 ク49 74 12 1ミ36 7858

弟子蓮町 142 10,081 25 1,260 24 635 1?1 8,IEIB 4 18 70 99

甑匙村 95 89 ァ0 8 45 綿 623 90 8,257 4 45 9442

白糠町 86 4096 「6 36 13 撲38 71 3,3叙) 16 14「 4763
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1.5.4 林業

2015(平成 27)年現在、経営 k数ふまィ6経営体で、うち家歌幕営が 5ィ緑.紋休、法人化し

ている経雪体赦が 11経営体である(2015年農林業セン・ナス)。小村の森林面積;,t36.782ha

であり、私有林が 20、14211b、森林省′哩同所管国有林が 1;~,561}線 材考妹 :う;2,9IGI1aと私

有林が最も大きい。

本村では林地残材などの未利用材は壕と:んど利用されていないだめ、今後、林i也残材

の有効利用は重要課題である。間伐材はおか粉やチップなどとして不11崩しており、既存

の太材の前紬を妨げない刈用が必要になる“

表 本村における保有者形態別の森林面積と蓄積量 (平成27年)

森林面険帖) 蓄積 ffボ : コ

滴 者 ス然杯 人T杯 無立 その他 計 竜傑瑠 広則 f 計
木地

森林管理局所管 寧ヰ6 6を短 1,58160 「9 7,「96 346 13,56 「
国有林

その他聞目林 163 - ‐ 163 ‐ 1 1

道 有林 - - - - - - ー ー

村有林 1,513 1,341 62 - - 2,916 3(凶 169 473

私有林等 13,800 5,8‘15 497 ‐ 20142 920 1,444 2,364

計 21、雫ヲ5 14,383 L 559 16 36,782 2,ィ70 2,2ミS0 4.419

山典 :一成 27年度北海岸林業統計(平成 28‘-‐4」J I日現在)

表 本村における林業経営体数

杯案経営体数 64 編営体

うち家族経営 , 54 経営体

法人化してし、る柵自体教 1「経営体

表事縫合法人 1紳登体

会社 7 経営体

各種国体 3経営伊

その他法人

地力公共団体・財産区

法人化していない粉誉体数 53 経営体

杯象徴 115 戸

出典 :2015年度休業センサス
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